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　はじめに























































































































































は 1906 年までには 200 以上になっていた。また D.B. ジャヤティラカによって







議（All Ceylon Buddhist Congress）である。この団体は，各地の仏教徒協会
を取りまとめた組織であり，S. W. R. D. バンダーラナーヤカが創設したシンハ
ラ至上主義的な団体であるシンハラ大協会（Sinhala Maha Sabha）もその傘下
に入っていた（19）。この全セイロン仏教徒会議は，G. P. マララセーカラ（G. P. 
Malalasekera）の総裁在職中（1939 年から 1957 年）に急成長した。マララセー
カラはパーリ語と仏教文明の教授で，ペーラーデニヤ大学の東洋研究学部の学












（Buddhist Committee of Enquiry），通称仏教委員会（Buddhist Commission）を
設立し，その報告書を提出したことであろう。この報告書の英語版は『仏教へ
の裏切り』（Betrayal of Buddhism）として出版された。執筆者は 7 名の仏教僧
と同じく 7 名の在家仏教徒であった。仏教僧の多くはピリウェナと呼ばれる仏
教僧院の教師たちであった。在家仏教徒のうちの少なくとも 3 名もよく知られ














































　1961 年に政府に提出された『国民教育委員会の最終報告書』（Final Report of 
the National Education Commission，以後『教育報告書』）は，こうして残され
た特権的な私立学校を強く非難しているのだが，それはそうした私立学校には



















仏教徒 40.3 　 43 74
ヒンドゥー教徒 26.2 　 33.6 10
カトリック教徒 15.2 　 12 7
その他のキリスト教徒 14.7 　 10 2
ムスリム 2.7 　 1.4 7
合計 99.1 　　100 100
出典：  Final Report of the National Education Commission, 1961, Sessional 
































仏教徒 　19.6 　29.3 　 32 　35 　　　74
ヒンドゥー教徒 　46 　33.8 　 23.6 　28.4 　　　10
カトリック教徒 　23.8 　18.5 　 16.6 　 7.3 　　　 7
その他のキリスト教徒 　 9 　15.3 　 25 　18.7 　　　 2
ムスリム 　 2 　 2.8 　 5.1 　　　 7
合計 　98.4 　98.9 　100 　95.5 　 　100
出典：  Final Report of the National Education Commission, 1961, Sessional 






























































































した。表 3 および表 4 から明らかなように，1960 年代に新たに任命される士
官に関して劇的な変化が生じた。シンハラ人仏教徒が急増し，タミル人，ある





1949-51, 1954 1956-60 1963-69
　シンハラ人 　　　 55 　　　 44 　　　 96
　タミル人 　　　 18 　　　 32 　　　 4
　バーガー 　　　 20 　　　 8 　　　 0
　ムスリム 　　　 7 　　　 12 　　　 0
　不明 　　　 0 　　　 4 　　　 0
　合計 　　　100 　　　100 　　　100
表 4　セイロン軽歩兵正規軍における士官任官数の宗教別割合
　　　　　　  （パーセント）
1949-51, 1954 1956-60 1963-69
　仏教徒 　　　 34 　　　 40 　　　 89
　キリスト教徒 　　　 59 　　　 36 　　　　7
　ヒンドゥー教徒 　　　　0 　　　　8 　　　　0
　ムスリム 　　　　7 　　　 12 　　　　0
　不明 　　　 0 　　　　4 　　　　4
　合計 　　　100 　　　100 　　　100
出典： Donald L. Horowitz, Coup Theories and Officers’ Motives: Sri Lanka in 






激しい批判がなされていた 1950 年代から 1960 年代にかけての時期は，シン
ハラ・タミル間の関係が急速に悪化しつつあった時期でもあった。「シンハラ・














　1950 年代後半には 2 つの反タミル人暴動が起こった。1956 年には，シンハ
ラ語公用語化政策に反対し，非暴力の抗議運動であるサティヤグラハを行って
いたタミル人たちが攻撃された。これをきっかけに反タミル人暴動が各地に広
がり，少なくとも 150 人のタミル人が殺害された。1958 年にも，北部や東部
のタミル人居住地域において自動車のナンバープレートにシンハラ文字を表記
する政策が強行されたことから対立が生まれた。その結果，反タミル人暴動が





下した。タミル人たちは 1956 年には，官吏高位職の 3 割，書記職の 5 割，技
師と医師の 6 割，軍隊の 4 割，労働者の 4 割を占めていたが，1970 年にはそ
れぞれ，5％，5％，10％，1％，5％へと急減した（45）。
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